
今
定
例
会
で

今
定
例
会
で 

　
　
可
決
し
た

　
　
可
決
し
た 
今
定
例
会
で 

　
　
可
決
し
た 

意
見
書
・
決
議（
要
旨
） 
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今
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書
・

決
議
は
次
の
と
お
り
で
す
。
意
見
書

は
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。 

都
営
住
宅
建
替
え
に
伴
う
余
剰
地

の
有
効
活
用
に
関
す
る
意
見
書 

　
今
回
、
区
は
都
営
綾
瀬
七
丁
目
団

地
の
建
替
え
に
あ
た
り
、
余
剰
地
を

障
害
者
施
設
整
備
に
活
用
す
る
こ
と

を
計
画
し
て
い
る
が
、
東
京
都
の
「
東

京
都
が
行
う
公
共
住
宅
建
設
に
関
連

す
る
地
域
開
発
要
綱
」
で
は
、
区
に

無
償
貸
付
を
認
め
て
い
る
が
社
会
福

祉
法
人
へ
の
貸
付
は
有
償
と
な
っ
て

い
る
。 

　
ま
た
、
区
か
ら
の
無
償
転
貸
に
つ

い
て
は
運
用
上
認
め
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
当
該
法
人
が
施
設
を
建

設
し
運
営
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
て

い
る
。 

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
東
京
都

に
対
し
、
下
記
事
項
の
実
現
を
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

記 

１
　
障
害
福
祉
施
設
を
運
営
す
る
社

会
福
祉
法
人
に
限
り
、
無
償
貸
付

で
き
る
よ
う
要
綱
の
改
正
を
行
う

こ
と
。 

２
　
要
綱
改
正
ま
で
の
間
、
区
に
無

償
貸
付
又
は
無
償
使
用
許
可
さ
れ

た
用
地
に
つ
い
て
は
、
障
害
福
祉

施
設
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人

に
限
り
、
無
償
転
貸
を
可
能
と
す

る
よ
う
要
綱
の
運
用
改
正
を
行
う

こ
と
。 

（
東
京
都
知
事
あ
て
） 

都
市
計
画
税
及
び
固
定
資
産
税
の

軽
減
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書 

　
我
が
国
の
経
済
状
況
は
、
一
部
の

企
業
で
景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え
て

き
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
経
営
基

盤
の
脆
弱
な
小
規
模
事
業
者
に
と
っ

て
は
未
だ
深
刻
な
経
営
環
境
に
あ
り
、

本
格
的
な
景
気
の
回
復
に
は
至
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。 

　
こ
う
し
た
中
、
東
京
都
が
実
施
し

て
い
る
「
小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す

る
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
」「
小

規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
措
置
」

及
び
「
商
業
地
等
に
お
け
る
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
、
負

担
水
準
の
上
限
を
65
％
に
引
き
下
げ

る
軽
減
措
置
」
は
、
区
民
の
過
重
な

税
負
担
を
緩
和
し
、
厳
し
い
経
営
環

境
に
あ
る
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て

も
、
事
業
の
継
続
や
経
営
の
健
全
化

へ
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
。 

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
東
京
都

に
対
し
、
現
在
の
景
気
状
況
に
お
け

る
区
民
の
税
負
担
に
配
慮
し
、
下
記

事
項
を
平
成
20
年
度
以
降
も
継
続
す

る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

記 

１
　
小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す
る
都

市
計
画
税
の
軽
減
措
置 

２
　
小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
減

免
措
置 

３
　
商
業
地
等
に
お
け
る
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
、
負

担
水
準
の
上
限
を
65
％
に
引
き
下

げ
る
軽
減
措
置 （

東
京
都
知
事
あ
て
） 

固
定
資
産
税
に
お
け
る
償
却
資
産

に
関
す
る
意
見
書 

　
地
方
税
法
第
351
条
で
は
、
償
却
資

産
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の

課
税
標
準
額
が
150
万
円
に
満
た
な
い

場
合
に
は
、
固
定
資
産
税
を
課
す
こ

と
が
で
き
な
い
と
す
る
免
税
点
を
定

め
て
い
る
。 

　
現
行
の
免
税
点
は
、
平
成
３
年
に

定
め
ら
れ
て
か
ら
す
で
に
16
年
が
経

過
し
て
い
る
。
当
時
と
比
べ
償
却
資

産
の
経
済
的
価
値
が
上
昇
し
て
い
る

た
め
、
極
め
て
小
規
模
な
設
備
等
の

償
却
資
産
も
課
税
対
象
と
な
り
、
長

引
く
不
況
に
苦
し
む
小
規
模
事
業
者

の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。 

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
納
税
者
が
納
得
し

て
納
税
で
き
る
制
度
へ
の
改
善
と
申

告
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、

下
記
事
項
の
実
現
を
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
る
。 

記 

１
　
固
定
資
産
税
に
お
け
る
償
却
資

産
の
免
税
点
を
基
礎
控
除
に
改
め

る
と
と
も
に
、
控
除
額
を
大
幅
に

引
き
上
げ
る
こ
と
。 

２
　
償
却
資
産
の
申
告
期
限
を
３
月

15
日
と
す
る
こ
と
。 

（
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理

大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
あ

て
） 

原
爆
症
認
定
制
度
の
抜
本
的
な
改

善
を
求
め
る
意
見
書 

　
広
島
・
長
崎
で
原
子
爆
弾
の
被
害

を
受
け
「
被
爆
者
健
康
手
帳
」
の
交

付
を
受
け
て
い
る
被
爆
者
は
国
内
に

約
25
万
人
在
住
し
て
い
る
が
、
そ
の

う
ち
「
原
爆
症
」
と
認
定
さ
れ
て
い

る
被
爆
者
は
わ
ず
か
１
％
に
も
満
た

な
い
。 

　
今
年
８
月
に
は
安
倍
前
首
相
が
原

爆
症
認
定
の
基
準
見
直
し
を
表
明
す

る
な
ど
、
改
善
に
向
け
た
姿
勢
は
見

ら
れ
る
も
の
の
先
行
き
は
未
だ
不
透

明
で
あ
り
、
高
齢
化
し
た
被
爆
者
の

救
済
は
、
人
道
的
、
社
会
的
見
地
か

ら
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。 

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
原
爆
症
認
定
制
度

の
抜
本
的
な
改
善
を
早
急
に
実
施
す

る
と
と
も
に
、
被
爆
者
救
済
に
つ
い

て
適
切
な
対
応
を
図
る
よ
う
強
く
求

め
る
も
の
で
あ
る
。 

（
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

総
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
あ
て
） 

国
勢
調
査
の
抜
本
的
見
直
し
を
求

め
る
意
見
書 

　
国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
よ
る
指

定
統
計
調
査
と
し
て
、
大
正
９
年
か

ら
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、

こ
の
間
、「
対
面
式
」
の
調
査
方
法

を
基
本
と
し
て
き
た
。 

　
こ
の
調
査
方
法
で
行
っ
た
平
成

17
年
度
の
調
査
で
は
、
全
国
的
に
ト

ラ
ブ
ル
が
頻
発
し
、
調
査
の
実
効
性

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
事
態
が
生
じ

て
い
る
。
そ
の
原
因
の
一
つ
に
、
同

年
施
行
の
個
人
情
報
保
護
法
が
大
き

く
影
響
し
て
い
る
。 

　
現
在
の
国
勢
調
査
は
、
区
民
、
自

治
体
双
方
に
と
っ
て
負
担
が
大
き
く
、

そ
の
原
因
は
詳
細
な
調
査
項
目
と
記

名
調
査
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
お

よ
び
政
府
に
対
し
、
国
勢
調
査
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
調
査
方
法
は
も
と

よ
り
調
査
自
体
の
意
義
や
必
要
性
も

含
め
、
早
急
に
抜
本
的
見
直
し
を
す

る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

（
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

総
務
大
臣
あ
て
） 

取
り
調
べ
の
可
視
化
の
実
現
を
求

め
る
意
見
書 

　
裁
判
員
制
度
導
入
に
あ
た
っ
て
、

現
在
、
東
京
地
検
を
は
じ
め
各
地
の

地
検
で
被
疑
者
に
対
し
て
警
察
や
検

察
が
行
う
取
り
調
べ
の
全
過
程
を
録

画
・
録
音
す
る
「
取
り
調
べ
の
可
視

化
」
を
試
行
し
て
い
る
。
可
視
化
に

よ
り
、
冤
罪
の
原
因
と
な
る
密
室
で

の
違
法
・
不
当
な
取
り
調
べ
に
よ
る

自
白
の
強
要
を
防
止
し
、
供
述
調
書

の
自
白
の
任
意
性
や
信
用
性
が
争
わ

れ
た
場
合
に
は
、
取
り
調
べ
の
録
画
・

録
音
テ
ー
プ
が
証
拠
と
な
る
。 

　
取
り
調
べ
の
可
視
化
は
、
自
白
の

任
意
性
、
信
用
性
を
迅
速
・
的
確
に

判
断
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
裁

判
員
制
度
導
入
に
と
っ
て
不
可
欠
な

取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
り
、
冤
罪
事

件
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。 

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
お

よ
び
政
府
に
対
し
、
２
０
０
９
年
５

月
の
裁
判
員
制
度
実
施
ま
で
に
、
取

り
調
べ
の
可
視
化
を
実
現
す
る
よ
う

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

（
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

法
務
大
臣
あ
て
） 

民
法
第
772
条
の
嫡
出
推
定
に
関
す
る

運
用
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書 

　
民
法
第
772
条
第
２
項
は
「
婚
姻
の

解
消
若
し
く
は
取
消
し
の
日
か
ら
300

日
以
内
に
生
ま
れ
た
子
は
、
婚
姻
中

に
懐
胎
し
た
も
の
と
推
定
す
る
」
と
、

「
嫡
出
推
定
」
の
規
定
を
定
め
て
い
る
。

本
来
こ
の
規
定
は
、
法
律
上
の
父
親

を
は
っ
き
り
さ
せ
、
子
ど
も
の
身
分

を
早
期
に
安
定
さ
せ
る
た
め
の
も
の

で
あ
っ
た
。 

　
し
か
し
、
制
定
か
ら
100
年
以
上
た

っ
た
今
、
離
婚
・
再
婚
を
め
ぐ
る
社

会
情
勢
の
変
化
な
ど
も
あ
り
、
一
部

時
代
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。 

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
お

よ
び
政
府
に
対
し
、
慎
重
に
検
討
し

つ
つ
も
、
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
た

め
、
離
婚
前
妊
娠
で
あ
っ
て
も
社
会

通
念
上
真
に
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、

現
在
の
夫
の
子
と
し
て
出
生
届
を
認

め
る
な
ど
、
嫡
出
推
定
の
救
済
対
象

を
拡
大
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の

で
あ
る
。 

（
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

法
務
大
臣
あ
て
） 

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書 

　
外
傷
や
脳
卒
中
、
急
性
心
筋
こ
う

そ
く
等
の
救
急
治
療
を
要
す
る
傷
病

者
に
対
す
る
救
急
出
動
件
数
（
平
成

18
年
）
は
、
523
万
件
余
に
上
る
。
こ

の
救
急
・
救
助
の
主
体
的
役
割
を
担

う
の
が
救
急
医
お
よ
び
救
急
救
命
士

等
で
あ
り
、
一
刻
を
争
う
救
命
処
置

と
と
も
に
高
い
専
門
性
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
救
急
隊
が
行
う
応
急

措
置
の
質
の
向
上
を
協
議
す
る
メ

デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル（
Ｍ
Ｃ
）体

制
の
充
実
、
特
に
医
師
に
よ
る
直
接

の
指
示
・
助
言
（
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｍ
Ｃ
）

体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
政
府
に

対
し
、
下
記
の
事
項
の
早
期
実
現
を

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

記 

１
　
全
国
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
協
議
会
連
絡
会
を
定
期
開
催
し
、

地
域
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

協
議
会
と
の
連
携
強
化
を
図
る
こ

と
。 

２
　
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協

議
会
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
財
政

措
置
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。 

３
　
オ
ン
ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
体
制
の
構
築
を
推
進
す

る
こ
と
。 

４
　
救
急
救
命
士
の
病
院
実
習
や
再

教
育
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
。 

５
　
救
急
活
動
の
効
果
実
証
や
症
例

検
討
会
の
実
施
を
図
る
こ
と
。 

（
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
あ
て
） 

食
品
の
偽
装
・
不
正
問
題
に
つ
い
て
の

抜
本
的
対
策
を
求
め
る
意
見
書 

　
食
品
の
偽
装
・
不
正
の
発
覚
が
続

い
て
い
る
。 

　
偽
装
表
示
の
規
制
は
、
農
林
水
産

省
の
所
管
す
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
（
日
本
農
林

規
格
）
法
、
厚
生
労
働
省
の
食
品
衛


